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期の評価、 wound heal ing assay、 invasion assay、細嘩骨格の蛍光免疫染色やwestern blotting
を行うことで、舌慮平上皮癌におけるeznnの発夢と、増殖、遊走、浸潤との関連や、細胞
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が見られ、細胞周期の放射では、慮妨細胞はG0 - G1期に停滞し、 S期-の移行が抑制されて
いた。アポトーシスはezrinの発券抑制の有無に関わらず罷められなかった。また、 ezrin
を抑制することで、遁走髄、牡珊能が低下、細胞突起の汝少が牡められた。 ezrinの抑制に
よるRhoA、 Racl、 cdc42　といったRho familyの発舞に変化は低められなかったが、
























1 ) 46. 4%の青京平上皮購組織で臥正常舌紅社と比較して有意にezrin <D細胞株および細
胞質での古レベルの発現を紀めたが、 T側分類とは有意な相関は放めない。
2) ezrinの発現とK卜6T indexには正の相関を拷める。
3 ) ezrinの発現阻事により、 GO/G1期の細胞集団の増加を伴う細胞増殖抑制および遁走能、
浸潤能の低下、細胞突起の減少が牡められる。
4) e打inの抑制によりE-cadheirn、 β-cateninのタンパク量増加、 N-cadherinの減少が乾
められる。
本輸文は、 eznnを介した看貫平上皮痛の増殖、遁走能、浸潤能の機構の一端を明らかとし、
今後の鯵断・治療戦略の可能性について新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文
内容に関連した試問を受け合格したので、樽士(医学)の学位輸文に催するものと琵められた。
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